
 表１ 一般会計の予算執行状況
執行率
（％）収入・支出済額予算現額科　　目

５２．８１４３億２，６０７万円２７１億４，９２８万円市 税

歳　
　
　
　

入

３７．８３億０，１１９万円７億９，７００万円地 方 譲 与 税
５３．９１０億２，３３７万円１９億０，０００万円地方消費税交付金
７２．７５６億５，５８６万円７７億８，００５万円地 方 交 付 税
５２．８７０億２，１３０万円１３３億０，０４８万円国 庫 支 出 金
２０．２８億４，８８４万円４２億０，２２７万円道 支 出 金
８．７１７億２，８９３万円１９８億６，７９８万円諸 収 入 ほ か
４１．２３０９億０，５５６万円７４９億９，７０６万円合　　計
４２．９７億５，２２５万円１７億５，５３０万円総 務 費

歳　
　
　
　

出

４３．７９９億２，９５０万円２２７億２，３１２万円民 生 費
６８．１２７億７，６８０万円４０億７，７３３万円商 工 費
５３．２２８億３，８３８万円５３億３，１９３万円土 木 費
２６．５１２億６，２７８万円４７億６，０７０万円教 育 費
４９．３３８億５，４７２万円７８億１，２６８万円公 債 費
４９．０４６億６，２１１万円９５億１，１０８万円職 員 費
５４．４１０３億４，４６５万円１９０億２，４９２万円諸支出金ほか
４８．６３６４億２，１１９万円７４９億９，７０６万円合　　計

　一時借入金の執行状況
現在高区　分
２７億０，０００万円銀行など民間資金一般会計
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平成１５・１６年度の２０．７％をピークにその後低下
傾向をたどっています。平成２２年度決算では
１６．３％で、目標数値（★印）１６．５％を下回りま
した。今後の借入、特に普通建設（投資）への
借入を考慮し、現状維持に努めます。

最終目標
２９年度：17％
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実　績計　画

16.3％16.5％

�

17.0%

★★

★★

（年度）

公債費比率とは？

財政構造の健全性を示す指標です。標準財政規模
（全国統一のルールに基づき計算した各地方公共団
体の一般財源必要額）に対して、長期の借入金の返
済額がどの程度かを測るものです。一般的に２０％を
超えると「赤信号」とされています。

�計算方法 分子：おおむね一般会計の公債費（元利償還金）
分母：おおむね市の標準財政規模（国が定める基準）
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平成２２年度決算では１０．８％となっています。今
後とも比率が極端に上昇しないよう財政運営を
行い、最終目標の１０％を目指します。

■平成２２年度の状況
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10.8％10.9％

実質公債費比率とは？
公債費比率と同様に財政構造の健全性を示す指標です。公
債費比率が一般会計のみを対象とした指標であるのに対し、
実質公債費比率は、企業会計や一部事務組合も対象に含め
た市全体の指標です。過去３カ年の平均値で示され、この
比率が２５％を超えた場合は「早期健全化団体」となります。
平成１７年度決算から使用されるようになった新しい指標で、
平成１９年度決算から公表が義務づけられました。

�計算方法
分子：おおむね市全体会計の公債費（元利償還金）
分母：おおむね市の標準財政規模（国が定める基準）

※分母、分子の計算方法が公債費比率とは異なります
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7 広報とまこまい　平成２３（２０１１）年・１２月 広報とまこまい　平成２３（２０１１）年・１２月 6
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平成２２年度末市債の残高一覧
金　額項          目
２５億２，９８８万円総務債

一　
　

般　
　

会　
　

計

２億５，３９８万円民生債
４０億１，０１３万円環境衛生債

－労働債
１億５，５４７万円農水産業債
４，１１５万円商工債

２１０億６，７４２万円土木債
２億８，５９０万円消防債

１１８億０，６７１万円教育債
１，６９９万円災害復旧債

３４億７，４３０万円減税補てん債
５億４，２５７万円臨時税収補てん債

１６９億６，９７９万円臨時財政対策債
１億１，１６０万円減収補てん債
３０億４，０００万円退職手当債
６４３億０，５８９万円合         計
３８億２，３９１万円区画整理事業債

特 
別
・
企 
業 
会 
計

１億７，４８７万円霊園事業債
１４１億３，１６９万円水道事業債
３４１億６，７３５万円下水道事業債

－自動車運送事業債
１３４億７，５２１万円市立病院事業債

－土地造成事業債
５３億３，０５４万円市営住宅事業債
２億９，７７１万円公設地方卸売市場事業債
７１４億０，１２８万円合         計

１，３５７億０，７１７万円 総　　　　額

早期健全
化基準

苫小牧市
指標�財政健全化比率

１１．５１％－
実質赤字比率

１標準財政規模に対する一般
会計等の実質赤字額の比率

１６．５１％－
連結実質赤字比率

２標準財政規模に対する全ての会計の
赤字や黒字を合算した赤字の比率

２５．０％１０．８％

実質公債費比率

３公債費（地方債の元金および利子の
支払いに要する経費）および公債費
に準じた経費の比重を示す比率

３５０．０％１０６．３％

将来負担比率

４地方債残高ほか一般会計等が将来負担すべき実質的な
負債を捉えた比率

経営健全
化基準

苫小牧市
指標

�資金不足比率
公営企業ごとの営業収益に対
する資金不足の比率

２０．０％

１１．０％沼ノ端鉄北土地区画整理事業特別会計

－水道事業会計

－下水道事業会計

９．６％自動車運送事業会計

９．６％市立病院事業会計

０．５％土地造成事業会計

－市営住宅事業会計

－公設地方卸売市場事業会計
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市
債
の
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市民一人あたりの一般会計の市債残高

３６９，９９９円（対前年比１，３５４円減少）
金額は一般会計決算額を平成２３年３月３１日現在
の人口１７３，８００人で割ったものです

平成１６年度がピークの９４．３％で、その後低下傾向となっ
ています。平成２２年度決算では目標数値（★印）の８８．２
％を達成しました。今後も更なる財政運営を行っていき
ます。

最終目標
２９年度：86％危険ゾーン９２.０％以上

警戒ゾーン９０.０％以上

要注意ゾーン
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�計算方法 分子：人件費・公債費・扶助費など毎年決まって出て行くお金
分母：市税や交付税など毎年決まって入ってくるお金

財政構造の弾力性を判断する指標です。歳出のうち人件費や
公債費などの経常的な支出に、市税などの経常的収入がどの程
度充当されているかを示すものです。比率が低いほど弾力性
が大きいことを示し、一般的に８０％を超えると弾力性が失われ
つつある状態といわれています。
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